
基礎図参考資料
ＧＲＮタイプ３１６２連棟の場合

アジャスターで多少の高さ調整が出来ます。

調整範囲は３７４～４１４ｍｍです。

▽G.L

7
52

5
.3

1
4
.7

アンカーは柱芯ではありませんアンカーは柱芯ではありません

アンカーは基礎芯では

ありません

アンカーは基礎芯では

ありません

 

土台取付板A

土台取付板B

基礎の上に水切り板を乗せ、 土台取付板をアンカー

ボルトで固定します。 アンカーボルトの位置がズレた

場合、 土台取付板の穴を削って調整する事は雨漏り

の原因となりますので出来ません。

アンカーの位置は正確にお願い致します。

アンカーは柱芯ではありませんアンカーは柱芯ではありません

土台を設置する基礎天端は、 水平でフラットになる

ように特に気を付けて仕上げてください。 隙間が

出来たり、 建物がゆがんだりしてしまいます。

基礎天端は慎重に基礎天端は慎重に

アンカーボルトは M10×160 です。 M12 （市販品） も
使用出来ますが、 クリアランスに余裕が無い為、 より
本体施工精度が求められます （M12 アンカーボルトを
ご使用の際は、 ワッシャー (1 枚 ) とナット (2 個 ) もご用
意ください）。

※アンカーボルト（ワッシャー1枚、ナット2個含む）は

　 先行出荷が可能です。ご希望の際はお問い合わせ

　　ください。

※アンカーボルト（ワッシャー1枚、ナット2個含む）は

　 先行出荷が可能です。ご希望の際はお問い合わせ

　　ください。

水切り板が外側に落ちるので、

基礎の外寸法が重要です。

ステコン打ちをお願いします。

※製品荷重が中柱に掛ります。

（高基礎仕様は基礎天より７００mm）

基礎天より
４００㎜
基礎天より
４００㎜

前柱は基礎の前に位置します。

（基礎の奥行寸法はその分本体より短くなります）

前柱は基礎の前に位置します。

（基礎の奥行寸法はその分本体より短くなります）

ＧＬから基礎天までの

寸法は２００mm以下

（高基礎仕様は５００mm以下）

ＧＬから基礎天までの

寸法は２００mm以下

（高基礎仕様は５００mm以下）

前柱とシャッターレールは地中に埋め込みます。
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柱埋込用穴
組立後現場打コンクリート
柱埋込用穴
組立後現場打コンクリート

※下記寸法はＧＲＮ-３１６２Ｓ･Ｈ･ＪＬ-３連棟の寸法です。施工の際は必ず対象機種の基礎図寸法に則って下さい。

100mm (※50mmではありません。)
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対角の狂いは製品本体への影響が
大きく、 スチール製品の特性上、
組立時の調整は困難です。

対角を必ず見る。 重要です。


